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2020年 6月 22日（月） 第 315号 

慶応義塾大学商学部 

権丈善一 教授 

第
９
回
三
役
会
に
て
第
24
回
定
期
総
会
は 

「
書
面
審
議
」
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。 

「
第
24
回
定
期
総
会
」
の
持
ち
方
及
び
総
会
議
案
（
素
案
）
に
つ
い
て

協
議
し
、
書
面
審
議
で
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
幹
事
会
（
持
ち
回
り
開

催
）
に
提
案
し
ま
し
た
。 

 
総
会
は
招
集
を
せ
ず
に
開
催
を
決
定 

第
１
号
議
案 

２
０
２
０
年
度 

運
動
方
針
（
案
） 

世
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
貧
困
や

飢
餓
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
人
に
健

康
と
福
祉
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。
国

内
で
は
異
常
気
象
の
被
害
、
コ
ロ
ナ

禍
で
経
済
や
社
会
を
立
て
直
す
時
、

気
候
危
機
回
避
も
視
野
に
持
続
可
能

な
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
（
２

０
２
０
年
４
月
～
）
で
は
、
給
付
を

受
け
る
側
か
ら
、
納
め
支
え
合
い
、

安
心
し
て
働
け
る
就
労
支
援
の
充
実

を
求
め
ま
す
。 

 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
障
費
を
抑
制
す
る
こ
と
だ
け
に

重
点
を
お
い
た
理
念
の
な
い
制
度
改 

 

 

退
職
者
連
合
は
、
６
月
10
日
（
水
）
三
役
会
を
開
催
し
、「
第
24
回
定
期
総
会
」
の

持
ち
方
及
び
総
会
各
議
案
（
素
案
）
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
第
6
回
幹
事
会
」

（
持
ち
回
り
開
催
）
へ
提
案
し
ま
し
た
。 

「
第
24
回
定
期
総
会
」
は
「
書
面
審
議
」
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
応
に
よ
る
も
の
で
、
退
職
者
連
合
は
じ
め
て
の

こ
こ
ろ
み
と
な
り
ま
す
。 

定
に
対
し
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。 

退
職
者
連
合
は
、
２
０
２
１
年
に
結

成
３０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
社
会
的
影
響

力
の
あ
る
組
織
と
し
て
、
民
主
主
義
・

立
憲
主
義
・
平
和
主
義
を
確
立
し
て
い

き
ま
す
。 

 

活
動
内
容
（
抜
粋
） 

社
会
保
障
制
度
改
革
に
向
け
た
取
り 

 
 

組
み
に
つ
い
て
は
、
中
央
と
地
方
が
連

携
し
、
要
求
実
現
に
む
け
て
大
衆
行
動

や
要
請
行
動
、
国
会
請
願
を
は
じ
め
各

審
議
会
や
委
員
会
へ
の
参
画
、
ま
た
、

連
合
と
連
携
し
た
運
動
の
推
進
、
政
党

と
の
連
携
強
化
を
図
り
要
求
実
現
に
取

り
組
み
ま
す
。 

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
特
に
退
職

者
を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
の
組
織
つ
く 

り
を
構
成
組
織
と
連
携
し
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
地
方
退
連
の
組
織
化
、
中
央

と
地
方
の
連
携
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
連

携
に
取
り
組
み
ま
す
。 

教
宣
活
動
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
情
報
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、
情
報

の
共
有
化
と
活
動
の
周
知
徹
底
を
図
り

ま
す
。 

重
点
課
題
と
し
て
、
○
高
齢
者
の
消
費

者
被
害
を
な
く
す 

○
労
働
法
改
悪
阻
止  

○
平
和
運
動
の
強
化 

○
労
働
者
自
主

福
祉
運
動
と
の
連
携
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。 

社
会
的
共
感
を
得
ら
れ
る
運
動
に
つ

い
て
は
、
○
カ
ジ
ノ
賭
博
場
開
設
阻
止   

○
奨
学
金
制
度
の
充
実 

○
不
公
平
税
制
是

正
へ
の
取
り
組
み 

○
生
活
保
護
基
準
引
き

下
げ
反
対 

○
人
権
問
題
や
環
境
問
題
に
取

り
組
み
ま
す
。 

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
取
り
組
み
で

は
、
連
合
と
連
携
し
自
民
党
１
強
政
治
を

阻
止
し
、
次
期
解
散
総
選
挙
に
向
け
て
、

政
治
の
流
れ
を
変
え
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。 

 

男
女
参
画
推
進
に
つ
い
て
は
、
低
所
得

高
齢
単
身
女
性
問
題
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
連
合
と
連
携
し
男
女
平
等
参
画
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

 

退
職
者
連
合
は
「
第
9
回
三
役
会
」

を
開
催
し
、「
第
24
回
定
期
総
会
」
の

活
動
方
針
・
議
案
（
素
案
）
を
決
定
し

ま
し
た
。 

 

ス
ロ
ー
ガ
ン
（案
） 

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
強
化

し
、
誰
も
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現

し
よ
う
！ 

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン(

案) 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
効
率
優
先
社
会
の

脆
弱
さ
を
露
呈
さ
せ
た
。
経
済
成

長
一
辺
倒
の
政
策
を
廃
し
、
公
正
で

民
主
的
な
政
治
へ
! 

命
と
健
康
を
何
よ
り
も
大
切
に
す

る
政
策
に
大
き
く
舵
を
切
ろ
う
! 

 

検索 ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

 

 

 

会議の様子  

三密に対応した会議スタイルで開催。 
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＜日本退職者連合後援＞ 

 

検索 ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

新型コロナウイルス感染防止の観点から「書面

議決」とします。 

１．構成と方法 

①産別退連・地方退連の代表者各 1名を構成員

とし、書面決議により議案への賛否を表明す

る「書面会議」を開催し､これをもって第 24

回定期総会とみなす。 

２．実施手順と時期 

①議案の提出（７月１５日・水） 

・第7回幹事会(7月15日)に於いて議案を確

認する。 

・構成員に書面を送付することをもって議案

提出とする。 

③書面議決書の提出（８月７日・金） 

・構成員は議案を検討したうえで、8月 7日

(金)までに｢書面議決書」に議案の賛否を

記入し、退職者連合に提出する。 

④議決結果の報告（８月２５日・火） 

・事務局は提出期限までに提出された「書面

決議書」を集計し、三役会の確認を経て議

決結果を幹事・構成員に報告する。 

⑤このことをもって、第 24 回定期総会は終了

とみなす。 

３．今後の規約規則の整備 

規約規則は組織運営の根幹であり遵守され

るべきものである。同時に必要なら新たな事態

に対応できる規約に補強すべきものである。 

第 24 回定期総会は現行規約が想定していな

い事態発生により規約の定めと一部合致しな

い部分を持つ機関運営とせざるを得なかった

が、今後に備えて今次のような特殊な事態に対

応できる規約にする必要があると思われる。こ

の視点から第 25 回定期総会に向け規約規則整

備の検討を進める。 

第 24回定期総会の 

持ち方について 

 
 

第
２
号
議
案 

２
０
２
０
年
度 

予
算
（
案
） 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
応
の
た

め
、「
第
24
回
定
期
総
会
」
書
面
審
議

開
催
、「
高
齢
者
集
会
」
及
び
「
全
国

組
織
代
表
者
会
議
」「
全
国
事
務
局
長

会
議
」
の
中
止
を
考
慮
し
予
算
を
編
成

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
外
部
監
査
の
導
入
や
会
計
処

理
方
法
の
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
た
め

会
計
処
理
規
定
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。 

 第
３
号
議
案 

２
０
２
０
年
度 

政
策
・
制
度
要
求
（
案
） 

 

直
面
す
る
課
題
を
中
心
に
し
た
１５

項
目
と
し
、
各
自
治
体
要
求
の
説
明
資

料
と
要
求
例
を
作
成
し
ま
す
。 

 

1 

社
会
保
障
の
持
続
性
確
保
と
機
能
強
化 

2 

正
し
い
理
解
を
深
め
る
社
会
保
障
教
育
の

推
進 

3 

雇
用
改
善
・
子
ど
も
子
育
て
支
援 

4 

年
金
保
険
制
度
の
維
持
・
改
善 

5 

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立 

6 

医
療
制
度
に
つ
い
て 

7 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て 

8 

貧
困
・
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て 

9 

地
域
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て 

10 

審
議
会
へ
の
参
画
推
進 

11 

税
制
に
つ
い
て 

１２ 
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て 

１３ 
カ
ジ
ノ
賭
博
合
法
化
法
の
廃
止
に
つ
い
て 

14 

不
招
請
勧
誘
・
販
売
に
対
す
る
規
制
強
化

に
つ
い
て 

１５
「
悪
質
ク
レ
ー
ム
」
に
つ
い
て 

 
 

      
第
４
号
議
案 

２
０
２
０
年
度 

低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に

関
す
る
政
策
・
制
度
要
求
（
案
） 

 

10
項
目
で
構
成
さ
れ
、
○
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
居
住
の
場
の
確
保 

○
身
元
保
証
等
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る 

○
病
院
・
福
祉
施
設
等
に
入
院
・
入

所
で
き
る
よ
う
に
す
る 

○
生
活
支
援 

○
ひ

と
り
親
へ
の
税
負
担
の
軽
減 

○
社
会
的
孤
立

や
孤
独
死
の
防
止
対
策 

○
介
護
者
も
支
え
る

社
会
的
な
取
り
組
み
を
す
す
め
る
な
ど
政
策

要
求
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

第
５
号
議
案 

２
０
２
０
年
度 

退
職
者
連
合
運
動
に
お
け
る
男

女
平
等
参
画
推
進
計
画(

案) 

第
1
次
計
画
期
間
（
２
０
２
０
年
７
月
か 

ら
２
０
２
５
年
７
月
の
５
年
間
）
を
目
標
と
し
、 

具
体
的
に
は
、
○
運
動
方
針
へ
男
女
平
等
参
画
推

進
の
明
記 

○
女
性
役
員
の
選
出
へ
の
取
り
組
み

○
女
性
参
加
率
を
３０
％
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
男

女
平
等
推
進
の
た
め
の
委
員
会
設
置
や
女
性
が
意

思
決
定
機
関
へ
参
画
で
き
る
仕
組
み
の
整
備
を
求

め
ま
す
。 

  

退
職
者
連
合
結
成
30
周
年
記
念
事
業 

２
０
２
１
年
、
退
職
者
連
合
は
結
成
30
年 

 

を
迎
え
ま
す
。 

２
０
１
９
年
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
と 

し
て
結
成
記
念
行
事
を
検
討
し
て
き
ま
し
た 

が
、
第
24
回
定
期
総
会
を
も
っ
て
、
三
役
会 

を
中
心
に
「
30
周
年
記
念
実
行
委
員
会
」
に 

切
り
替
え
、
記
念
行
事
の
内
容
や
記
念
誌
編 

纂
な
ど
の
検
討
、
準
備
を
行
い
ま
す
。 

新型コロナウィルス対策を徹底しましょう 

 

■三蜜（密集・密接・密閉）を避ける 

■こまめな手洗い、マスクの着用 

■不要不急の外出の抑制などを継続しましょう 

  


